
:詰 水と緑と花のまち 昭和51年 自月 1日 抽 787

市政だより 法得相続自人口の動君

事 ~ 1 日現在削月比

人口針刷 221+318 

男 知 I制3+ 1銅
女 31，108+1闘

世繕数16，511+ 128 
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'崎3自分-15崎

市役所市民絹鰻重

お気候にどう ぞ・ 3l. U J.二

， 

手決いの順書をまつ闘児たち〈三被保育所〉

水を大切に 見，るおそう、考えなおそう水の偏値.

健債をまもり、生活を盛かにはぐ くむ水道l立、 目も休

むζ と江〈活動をつづけています.

乙の清浄な水を安全に供給する水遣に理解と関心を高め

健全な発屋をはかる国民的な運動が水道週日です.

週!問中.市役所市民相談警で特別K相敏戸時を開畏いたし

ますので.どうぞC利用下さい.

水道週間
6月 1日~フ日
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毎月 1日・15日発行 発行預/大村市役所編集人/総務諌長立石直衛印刷所/九州凸阪株式会社

O 

円

ζ 

乙

告

と

じ

て

く

だ

さ

も、

) 

O 



(2) りおおむ昭和51年 6月1日
nlllllUlIlIlIlIIl!l1 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 111 111111111111111111111111111 1111111111111111111111111111111111111111 

市政だより

いよいよ市長選挙;

大
村
市
長
選
挙
が
、
六
月
十
日

の
告
示
で、

六
月
二
十
日

(
日
曜

日
)
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で、

投
票
日
に
は
ふ
だ
ん
着
の
ま

ま
で
、
一
人
も
れ
な
く
投
票
所
へ

出
か
け
て
清
い一

票
を
投
じ
て
下

さ
い
。

日

日

10 

20 e月

e月

投
票
所
入
場
券
は
、
遅
く
と
も

六
月
十
二
日
ご
ろ
ま
で
に
は
皆
さ

ん
の
お
手
元
に
届
く
よ
う
町
務
連

絡
員
を
経
由
し
て
配
布
さ
れ
ま
す

も
し
、
そ
の
乙
ろ
ま
で
に
投
票

所
入
場
券
が
届
か
な
い
人
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
、

最
寄
り
の
出
張
所
へ
お
問
合
せ
下

さ
い
。

告示日

投票日

数

々

の

業

績

を

残

し

い

松
本
寅
一
市
長
が
退
任

f

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
第
九
代
市
長
と
し
て
就
任
さ
れ

た
松
本
寅

一
市
長
は
七
年
六
カ
月
に
わ
た
り
数
々
の
業
績

を
残
さ
れ
て
五
月
二
十
六
日
午
前
零
時
を
も
っ
て
退
任
さ

れ
ま
し
た。

な
お
、
市
内
で
住
所
を
移
動
さ

れ
た
人
は
、
投
票
所
入
場
券
に
記

載
さ
れ
た
投
票
所
で
な
け
れ
ば
投

票
で
き
ま
せ
ん
の
で
.
投
票
所
入

場
券
を
よ
く
確
か
め
て
投
票
所
へ

お
い
で
下
さ
い
。

市

民

生

活

に

直

結

し

た

市

長

選

挙

乙
ん
ど
行
わ
れ
る
市
長
選
挙
は

私
達
の
日
常
生
活
と
深
く
結
び

つ

い
て
い
ま
す
。

こ
ん
ど
の
選
挙
は
私
た
ち
の
住

ん
で
い
る
大
村
市
の
政
治
行
政
を

ま
か
せ
る
乙
と
の
で
き
る
市
長
を

き
め
る
選
挙
で
す
。

良
く
考
え
て
清
く
正
し
い
投
票

を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
上
の
注
意

投
票
所
に
は
必
ず
投
票

所
入
場
券
を
持
っ
て

投
票
所
に
は
必
ず
投
票
所
入
場

券
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

入
場
券
を
な
く
し
た
人
は
受
付

に
そ
の
旨
を
申
出
て
下
さ
い
。

代
理
投
票

字
を
知
ら
な
い
人
や
、
け
が
を

し
て
字
が
書
け
な
い
人
は
、
投
票

所
で
そ
の
旨
を
申
し
出
て
下
さ
い

代
理
投
票

(
本
人
の
意
志
に
従

っ
て
投
票
事
務
従
事
者
が
本
人
に

代

っ
て
書
く
)
を
す
る
乙
と
が
で

き
ま
す。

点
字
投
票

日
が
見
え
な
い
人
で
点
字
投
票

を
さ
れ
る
人
は
、
投
票
所
で
そ
の

旨
を
申
し
出
て
下
さ
い
。

不
在
者
投
票
も

で
き
ま
す

投
票
日
の
当
日
、
次
の
よ
う
な

理
由
に
よ
っ
て
ど
う
し
て
も
投
票

所
に
行
ヮ

て
投
票
が
で
き
な
い
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
投
票
区
の
区
域
外
で
職
務
、
ま

た
は
業
務
に
従
事
中
の
人

②
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
、

事
故
に
よ
り
市
外
に
旅
行
中
ま

た
は
滞
在
中
の
人

@
病
気
、
負
傷
、
妊
娠
、
不
具
、

ま
た
は
産
じ
ょ
く
に
去
る
た
め

歩
行
が
著
し
く
困
難
な
人

※
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
で
法
律
で
定
め
ら
れ
た
重

度
の
傷
害
が
あ
る
人
は
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

詳
し
い
乙
と
は
選
挙
管
理
委
員

会
に
た
ず
ね
て
早
め
に
手
続
を

し
て
下
さ
い
。

新
町
名
は

6
月
1
日
か
、
り

古

賀

島

町

、

森

園

町

、

松

山

町

、

協

和

町

、

松

並

一

丁

目

、

松

並

二

丁

目

、

箕

島

町

不
在
者
投
票
の

で
き
る
期
間

六
月
十
日
l
十
九
日

午
前
八
時
三
十
分

t
午
後
五
時

(
土
曜

・
日
曜
も
含
む
)

不
在
者
投
票
お
よ
び

投
票
手
続
の
請
求
場
所

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(市
役
所
別
館

一
階
)

投
票
用
紙
に
は

候
補
者
名
を
ハ
ッ
キ
リ
と

正
し
く
書
き
ま
し
ょ
う

せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
次
の
よ

う
な
投
票
は
無
効
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。

①
正
式
の
投
票
用
紙
を
使
つ
て
な

い
も
の

②
候
補
者
で
な
い
人
や
候
補
者
と

な
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
氏

名
を
書
い
た
も
の

③

一
枚
の
投
票
用
紙
に
二
人
以
上

の
氏
名
を
書
い
た
も
の

①
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
、
他
の

こ
と
を
書
い
た
も
の

た
だ
し
、
敬
称
、
職
業
、
身
分

な
ど
を
書
い
た
も
の
は
良
い
乙

と
と
な
っ

て
い
ま
す

①
候
補
者
の
氏
名
を
選
挙
人
が
自

分
で
書
い
た
も
ゆ
で
な
い
も
の

@
ど
の
候
補
者
を
書
い
た
か
は

っ

き
り
し
な
い
も
の
。

投
票
日
に
サ
イ
レ
ン

六
月
二
十
日
の
投
票
日
の
投
票

開
始
時
刻
の
午
前
七
時
に
サ
イ
レ

ン
を

一
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

火
災
と
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

よ
く
聞
い
て

り
っ
ぱ
な
人
を

l
立
会
演
説
会
l

市
長
選
挙
の
立
会
演
説
会
を
次

の
と
お
り
行
う
予
定
で
す。

六
月
十
六
日
午
後
七
時
半
か
ら

竹
松
小
学
校
体
育
館

六
月
十
七
日
午
後
七
時
半
か
ら

西
大
村
中
学
校
体
育
館

六
月
十
八
日
午
後
七
時
半
か
ら

市
民
会
館

⑨
選
挙
公
報
の
配
布

市
長
選
挙
候
補
者
の
氏
名
、
経

歴
、
政
見
な
と
を
掲
載
し
た
選
挙

公
報
を
町
務
連
絡
員
を
経
由
し
て

六
月
十
八
日
ご
ろ
ま
で
に
各
世
帯

へ
配
布
し
ま
す
。

⑨
今
一
度
確
か
め
よ
う

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

縦
覧
期
間

六
月
十
日

t
六
月
十
二
日

(午
前
八
時
三
十
分

t
午
後
五

時
)

縦
覧
場
所

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(市
役
所
別
館

一
階
)
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入
場
券
を
確
か
め
て

投
票
所
の

部

変

更

こ
ん
ど
の
市
長
選
挙
か
ら
投
票

所
が
下
表
の
と
お
り
一

部
変
更
に

な
っ

て
い
ま
す
。

投
票
所
に
お
出
か
け
の
と
き
は

投
票
所
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
る

投
票
所
名
を
お
確
か
め
の
う
え
ま

ち
が
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

「
t
R
区

一

町

ι

一

析

し

い
投
票
所
名

一

一

本
小
路
、
上
小
路
、
岩
舟
、
市
営
岩
舟
住
宅
、
日
向
平

一

一

5

一
小
姓
小
路
、
片
町
第

一、

片
町
第
二、

草
場
、
池
の
坊

一
市

立

大

村

幼

稚

園

一

一
須
田
の
木
、
警
察
寮

一

一

一

本
町
第

1
、
本
町
第
2
、
東
本
町
、
市
営
旭
町
ア
パ

i

一

一

一
ト
、
西
本
町
第
1
、
西
本
町
第
2
、
三
域
第

2
、
市
営

一

一

6

一

一
市

立

一図

書

館

一

一

駅
前
ア
パ

ー
ト
、
武
部
、
田
の
平
、
赤
佐
古
、
徳
泉
川

一

一

一
内
、
種
鶏
場
、
向
陽
高
校
寮
、
箕
島
、
常
盤
団
地

一

一

8

一
大
多
武
、
横
山
頭

一
東
大
村
婦

人
ホ

i
ム

十

一

富
の
原
1
丁
目
、
富
の
原

2
丁
目
、
黒
丸
町
、
竹
松
町

一

一

一

鬼
橋
町
、
大
川
田
町
、
宮
小
路
1
丁
目
、
宮
小
路

2
丁

一

一

日

一
目
、
宮
小
路
3
丁
目
、
松
下
工
業
、
農
林
セ
ン

タ
ー
果

一
市
役
所
竹
松

出

張

所

一

一
樹
部
寮
、
建
設
大
学
寮
、
共
立
毛
糸
寮
、
ハ
ド
ソ
ン
寮

一

一

一
九
電
友
和
寮

一

一
坂
口
、
池
田
、
池
田
住
宅
9
区
、
池
田
住
宅
叩
区
、
池

一

一

一

市

立

池

田

保

育

所

-
田
住
宅
日
区
、
池
田
ア
パ

ー
ト

一

(町
務
連
絡
員
管
轄
区
域
内
)

福
祉
手
当
所
得
状
況
届

f

f

J

 

二

お
お
む
ら
荘

」

一

一

休
館
の
お
知
ら
せ

~

一

冷
房
設
備
等
工
事
の
た
め

一

一
次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

〈

一
期
間

一

6
月

初

日

ま

て

在
宅
重
度
障
害
者
福
祉
手
当
を

っ
て
い
ま
す
。

現
在
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
受
け

該
当
さ
れ
る
人
は
六
月
三
十
日

る
資
格
は
あ
る
が
現
在
支
給
停
止

ま
で
に
印
鑑
を
持
づ
て
福
祉
事
務

に
な
っ

て
い
る
人
は
、
毎
年
六
月

所
、
ま
た
は
最
寄
り
の
出
張
所
で

六
月
八
日
l
十
五
日

に
福
祉
手
当
所
得
状
況
届
を
提
出

手
続
を
し
て
下
さ
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
に
な

低
金
利
で
融
資

振
興
資
金
の
ご
利
用
を

対
象

市
内
で
同

一
業
種
を
一

年

以
上
経
営
し
て
い
る
事
業
所

限
度
額

四
百
万
円
以
内

(限
度

内
二
口
利
用
が
で
き
ま
す
)

使
途
及
び
期
間

運
転
資
金

二
年
以
内

設
備
資
金

四
年
以
内

利

息

(

保
証
料
を
含
む
)

運
転
資

金

八

・
五
Mm

設
備
資
金

八
・
七
五
銘

※
詳
し
く
は
、
商
工
会
議
所

・
金

融
機
関

・
ま
た
は
市
商
工
観
光

課
へ
。

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

中
小
企
業

中
元
特
別
融
資
を
受
付
中

対
象

市
内
で
同

一
業
種
を
一

年

以
上
経
営
し
て
い
る
事
業
所

使
途
及
び
限
度
額

運
転
資
金
の
み

百
五
十
万
円
以
内

貸
付
期
間

六
月

一
日

t
十

一
月

一
日

利
息

七

・
五
銘

保
証
料

0
・
五
Mm

車
扱
金
融
機
関

大
村
信
用
組
合

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
及
び

商
工
会
議
所
へ。
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「
声
か
け
運
動
」

非
行
事
故
か
ら
守
ろ
う

少

年

セ

ン

タ

知
ら
な
い
人
に
「
声
を
か
け
る
」

こ
と
は
大
変
勇
気
が
い
る
こ
と
で

す。
道
を
き
い
た
り
、
も
の
を
尋
ね

た
り
す
る
と
き
以
外
は
、
な
か
な

か
芦
を
か
け
な
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は

今
年
か
ら
「
声
か
け
運
動
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
大
人
が
少
年
に
対
し
て

声
を
か
け
る
運
動
で
、
少
年
の
非

行
や
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
の
が
ね

ら
い
で
す
。

一
人
歩
き
の
少
年
、
夜
遊
び
し

て
い
る
少
年
、
危
な
い
遊
び
、
悪

い
遊
び
を
し
て
い
る
少
年
、
困
っ

て
い
る
少
年
な
ど
、
こ
の
よ
う
な

少
年
を
み
か
け
た
ら
「
ど
こ
へ
行

く
の
」
「
早
く
帰
り
な
さ
い
」

「
危
い
よ
」
「
ど
う
し
た
の
」
な

ど
と
一
声
か
け
ま
し
ょ
う
。

す
で
に
少
年
セ
ン
タ
ー
の
少
年

J
J
〈
J
J
J
‘t
f
f
z
p
、・
J
.
、，、
=
z
，、g
J
f
r
p
F
2
2
、f
，Z
B
、・
f

・も‘，
Z

玉、
r
t
・-

歯みがき上手な規予子ちゃん

j歯の衛生週間 1

6月4日 --10日

新
町
名
は

6
月
1
日
か
ら

古
賀
島
町
、
森
園
町
、

よい歯で よくかみ

よいからだ

補
導
員
を
中
心
に
、
街
頭
補
導
を

通
じ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

限
ら
れ
た
人
数
で
す
の
で
市
内
全

域
に
浸
透
す
る
こ
と
は
と
て
も
無

理
の
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
乙
れ
を
機
会
に
、
ひ
と

り
で
も
多
く
の
大
人
め
人
々
が
、

ひ
と
り
で
も
多
く
の
少
年
に
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
、
少
年
を
非
行

事
故
か
ら
守
っ
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。み

な
さ
ん
方
の
ど
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す

ef--az
、，r
r
E
、・
J

・3z
、1
1
t
e
r
-
-
，、，
r
z
P
3
1
1
〉、
1
1
t
r
・-r
，、，
r
r
P
E
-
-
-

鉄道事故の防止に一一|

|一一一ご協力を

国
鉄
で

は
鉄
道
事

故
か
ら
皆

さ
ん
を
守

り
、
列
車

が
安
全
に

運
転
で
き

る
よ
う
、

で
き
る
限

り
の
努
力

を
続
け
て

い
ま
す
。

特
に
五
月
二
十
一
日
か
ら
六
月

十
日
ま
で
を
「
鉄
道
妨
害
防
止
運

動
期
間
」
と
定
め
、
踏
切
の
正
し

い
通
行
や
線
路
の
中
に
は
い
っ
た

り
す
る
人
が
な
い
よ
う
に
注
意
を

呼
び
か
け
、
ま
た
は
取
締
り
を
強

化
す
る
乙
と
に
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
長
崎
鉄
道
公
安
室
管

内
(
長
崎
県
と
佐
賀
県
の
一
部
)

で
、
こ
れ
ら
の
鉄
道
妨
害
が
百
件

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
規
則
を
守
ら
な

い
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
踏
切
事
故

四
十
三
件
、
線
路
の
中
を
歩
い
た

り
遊
ん
だ
り
し
て
列
車
を
止
め
た

事
故
二
十
一

件
、
線
路
に
石
や
物

を
置
い
て
列
車
を
止
め
た
事
故
八

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
は
、
本
人
は

も
と
よ
り
列
車
に
乗
っ
て
い
る
大

勢
の
人
の
生
命
に
か
か
わ
る
も
の

で、

大
変
危
険
な
も
の
で
す
。

次
の
こ
と
を
守
っ
て
鉄
道
事
故

の
防
止
に
ど
協
力
下
さ
い
。

て
踏
切
で
は
必
ず
一
時
停
止
し

て
よ
く
見
、
よ
く
聞
き
、
左
右

松
山
町
、
協
和
町
、
松
並
一
丁
目
、
松
並
二
丁
目
、
箕
島
町

よ

幼
児
を
水
の
事
故
か
ら

守

り

ま

し

制
問
本
年
に
入
り
市
内
で
既
に
三

件
の
水
に
よ
る
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
(
い
ず
れ
も
幼
児
、

う
ち
一
人
は
死
亡
)

事
故
を
な
く
す
た
め
に
次
の

乙
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

-
幼
児
か
ら
目
を
離
さ
な
い

2

古
井
戸
、
水
槽
、
池
な
ど

危
険
な
場
所
は
、
お
互
い
に

協
力
し
て
ふ
た
や
さ
く
な
ど

必
要
な
安
全
措
置
を
講
ず
る

海
や
川
、
池
な
ど
危
険
な

3 の
安
全
を
確
か
め
て
か
ら
通
っ

て
下
さ
い

一
一
、
踏
切
で
車
が
落
ち
こ
ん
だ
り

エ
ン
ス
卜
し
た
ら
ま
ず
列
車
を

止
め
る
手
配
を
し
て
下
さ
い

三
、
線
路
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ

て
も
通
ら
な
い
で
下
さ
い
。

ま
た
線
路
の
近
く
で
子
供
た
ち

を
遊
ば
せ
な
い
で
下
さ
い

四
、
よ
そ
の
お
子
さ
ん
の
危
な
い

行
い
に
は
勇
気
を
も
っ
て
注
意

し
て
あ
げ
て
下
さ
い

五
、
長
崎
、
佐
世
保
線
の
電
化
工

事
が
進
め
ら
れ
、
四
月
八
日
か

ら
電
車
線
に
電
気
を
通
し
ま
し

た
が
、
電
圧
は
二
万
ボ
ル
ト
の

つ

場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
供
に

は
我
が
子
同
様
「
危
い
よ
」

と
一
声
を
か
け
て
や
め
さ
せ

る

。

大

村

警

察

署

特
別
高
圧
で
非
常
に
危
険
で
す

感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
次
の

こ
と
を
守
っ
て
下
さ
い
。

川
踏
切
で
は
、
電
車
線
に
絶
対

に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
下
さ
い

ω
電
線
の
近
く
で
タ
コ
あ
げ
や

飛
行
機
遊
び
は
し
な
い
で
下
さ

附
電
柱
や
電
線
に
石
な
ど
を
投

げ
な
い
で
下
さ
い

凶
長
い
も
の
を
持
っ
て
電
線
の

下
を
通
る
と
き
は
、
電
車
線
に

絶
対
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

長
崎
鉄
道
公
安
室
長
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注
射
と
検
診

圃
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

該
当
者

次
の
人
を
除
く
全
員

ω
就
学
前
の
幼
児

凶

小

・
中

・
高
校
な
ど
の
学
校

の
児
童
生
徒

同

事

業
所
で
定
期
検
診
を
受
け

る
人

6月の日曜当番医

凶

現
在
、
結
核
の
治
療
を
受
け

て
い
る
人
。

料
金

無
料
で
す
。

日
程
は
下
記
の
と
お
り
。

圃妊婦と乳幼児の健康相談

! 時間 !場 所 1

6月8日 113:30--15:0o1鈴田出張所 |妊婦と乳幼児

1 1211こ21~ I竹松出張所 |乳幼児

月15日 113:30--15:0o 1松原出 張 所 |妊婦と乳幼児

24日 9:30--11: 00 I萱瀬出 張 所 I11 

象対日月

午前9時~午後 6時診療時間

第 1回レントゲン検診日程

9:30-10:30 I 
11:00--12:00 r 
13:00-14:00 ! 
14:30-15:30 

間

6月7日

時所

赤佐古公 民 館
桜ヶ正旅館街.末広
柴田 公民 館
水計公 民館

場

圃
胃
ガ
ン
の
集
団
検
診

I 9: 30-10:30 
11:00-12:00 ¥ 
13:00--14:00 I 
14:30-15:3o I 

1 9:3Q-10:30 I 
111:00-12:00 i 
13:00-14:00 I 

14:30--15:30 I 

(月)

旭町アパート 広場
第1生命ビ Jレ横
水主町星美幼稚園
水田 1区 公民館ωi 

全
国
の
死
亡
統
計
を
み
ま
す
と

三
十
五
歳
を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
ガ

ン
で
死
亡
す
る
人
が
ふ
え
、
六
十

四
歳
ま
で
は
死
因
の
ト

ッ
プ
に
あ

り
ま
す
。

特
に
胃
ガ
ン
は
日
本
人
に
多
く

世
界
的
に
も

一
番
と
い
う
あ
り
が

た
く
な
い
ラ
ン
ク
づ
け
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
胃
ガ
ン
検

診
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

乙
の
機
会
に
是
非
受
診
さ
れ
、

健
康
を
確
認
し
ま
し
ょ
う。

ヘ

希
望
者
は、

早
自
に
申
込
ん
で

下
さ
い
。

対
象
者

四
十
歳
以
上
の
人

料

金

無
料
マ

実

施

四

八

月
の
予
定
で
す
が

水田 2区公 民館
杭出津住宅公民館
辻田町佐藤医院横
新城公 民館

6月9日

(水)

松並町長崎書居横 1 9:30--10:30 
農協西大村支 所 111:00-12:00
協和町九州産業横 113:00-14:00 I 
昭和通親和銀行社宅114: 30-15: 3o 1 

6月10日

(木〉

申
し
込
ま
れ
た
人
に
は
別
途
詳

し
く
通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法

六
月
三
十
日
ま
で
に

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
を
ハ

ガ
キ
か
電
話
で
市
衛
生
課
へ
ど

連
絡
下
さ
い
。

実
施
人
員

三
百
人
に
達
し
た
場

合
は
締
切
り
ま
す
。

試

験

園
調
理
師
試
験

試

験

期

日

八
月
五
日

(
木
)

試
験
地

長
崎
市
、
佐
世
保
市

受

験

資

格

中
卒
以
上
で
、
飲
食

居
営
業
、
ま
た
は
給
食
施
設
で

二
年
以
上
調
理
業
務
に
従
事
し

て
い
る
人
。
但
し
、
旧
国
民
学

校
初
等
科
修
了
者
は
七
年
以
上

寿 古公 民館

黒丸久保井商庖横

宮小 路公民館

水田 郵便局 I 9:30--10:30 
中諏訪1区田中商庖 !11: 00--12: 00 
古 町 5区 広場 :13:00-14:00 
中地区住民センタ -114:30-15:30 

I 9止:3叩0-10か:3印0 

i川 -1止
1臼3:30-1日5:0∞0 

9止:3叩0-1叩0:30配| 

11:0∞0-1臼2:0叩oI 

1臼3:30-15か:0ω~I

I 9止:3叩0-1叩0:30 r 

|ル 1山1臼3:00-14:0叩o1 
114:30-1日5:3叩oi 

竹松農業普及センけ夕ト一-1 9止:3叩0-10か:30 I 
竹怯アわパ守←一ト吉岡商居前|け11ド:0ω0-1臼2:0叩oi 
竹松本町第H公民館113:30-15:0o1 llに口:に止M叩ル:3初朴3叩恥…0卜~1日1:泊00-12:0叩0 

13:30-1臼5:0叩o

市 伝染 病棟横

古賀 島公民 館

植 松 公 民 館

口同
組

4
A

4
1
4
 

月n
h
U
 

諏 訪公 民館

坂 口公 民館

池田住宅公民館

口凶
v
h
u
 

噌

l
i

日川
n
h
u
 

(月)

(火〉

の
調
理
業
務
に
従
事
し
た
人
。

試
験
手
数
料
二
千
円

願

書

受

付

六
月
九
l
二
十
四
日

願
書
提
出
先
大
村
保
健
所

な
お
、

試
験
前
に
長
崎
県
食
品

衛
生
協
会
の
主
催
で、

予
備
講

習
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す

※
試
験
に
つ
い
て
詳
し
く
は
大
村

保
健
所
(
血
③
|
一二

九
三
)へ

催

し

も

の

圏
三
曲
演
奏
会

期
日
六
月
十
九
日
(
土
)

午
後
六
時

場

所

市

民

会
館

主
催

大
村
市
三
曲
協
会

後
援

市
教
育
委
員
会

大
村
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会 橋口 医院

原口公民 館
原口住宅 遊園 地
小路口住宅公民館

6月16日

(水)

6月17日

(金)

日| 診;療科目 | 医院 名 |所在地i電話 |

内 科

松永 医 院 医 2-4300 整形 外科

内 科 琴尾 医院 西三城 2-2056 
13 

整形外科 橋口 医院 竹松5-8739 

20 整耳内 形鼻外 科科科 松牟海江尾田田医医医院院院 玖乾駅馬通島場り222---4434531021 2 9 

タト 科 中 島 医 院 吋削27 
ト 児 科 出口 医院 諏 訪!?2252

6月18日

(木)

大
村
市
音
楽
団
体
協
議
会

入

場

料

三

百
円

※
問
合
せ
は
、
原
規
山
(
血

@
l

七
三
七
二
)
へ
。

圃
青
年
団

「
わ
ら
び
座
」
公
演

期
日

六
月
二
十
日
(
日
)

午
後
七
時
間
演

市
民
会
館

大
村
市
青
年
団
連
絡
協
議

主場
催所

会

入
場
料

一

般

千

五

百

円

(当
日
千
八
百
円
)

中
高
生

千

円

(当
日
千
三
百
円
)

小
学
生

当
日
七
百
円

※
問
合
せ
は
各
地
区
青
年
団
員
へ
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|
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

l

v

叩

清

和

国

へ

ん

、

ュ

リ

、

七

本

、

ヵ

l
ネ
l

J

(
ム
大
多
武
苗
木
組
合
、
つ
つ
じ
シ
ョ
ン
、
五
十
四
本
、

菊
二
十

A

V

苗
、
五
百
本
、

A
徳
島
利
男
さ
本
、
ア
ザ
ミ
、
五
本
、
草
花
、
~

い

ん

、

一

万

円

、

ム

小

佐

古

老

人

二

束

い

V

ク
ラ
ブ
天
寿
会
、
五
千
円
、
舞
お
わ
び

ω

ゲ
踊
慰
問
、
ム
専
売
公
社
大
村
出
ム
市
政
だ
よ
り
五
月
十
五
日
号
ゲ

市
張
所
、
花
種
百
五
十
袋
、
ム
永

に

掲

載
し
ま
し
た
「
清
和
国

へ
A

A

田
幸
生
さ
ん
、
古
雑
誌
.
四
十

寄
付
」
の
中
で
「
旭
町
の
勝
手

A

V

四
冊
、
ム
光
建
設
岩
永
光
生
さ

武
夫
さ
ん
千
円
」
は
「
旭
町
の

v

p

ん
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
三
十

勝
手
武
夫
さ
ん
一
万
円
一
の
誤

A

~
五
本
、
ジ
ュ
ー
ス
、
七
十
二
本
り
で
す
の
で
、
お
わ
び
し
て
訂
ん

ν

菓

子

、

百

袋

、

ム

船

本

行

徳

さ

正

し

ま

す

。

~

f
ae-
-・3ニ
-zk
f--
r
f
J
〉
、，
=-z
t
Jz
-，f・2
2p
・a・-
tyze-
-
t
f
t
-
-
f
〉
1•• 
‘、
・・1f・

講

習

会

-
書
道
教
室

市政だより

日
時
六
月
二
十
一
日

1
八
月
二

ー
十
三
日
毎
週
月
曜
日
、

守午
前

十
時

1
十
二
時
。
十
回
。

場
所
中
央
公
民
館

対
象
初
心
者
の
一
般
成
人

定
員
三
十
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師
書
道
講
師

馬
場
恵
峰
先
生

申
込

'六
月
十
五
日
ま
で
に
電
話

か
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

申
込
先
久
原
郷
一
の
一

中
央
公
民
館

-
お
父
さ
ん
の
勉
強
室

幼
稚
園
児
及
び
小
学
一
年
生
の

子
供
を
も
つ
お
父
さ
ん
を
対
象
に

家
庭
教
育
に
関
す
る
映
画
を
見
て

講
師
と
話
合
っ
て
学
習
し
ま
す
。

日
時
、
内
容

①
六
月
十
八
日
金
、
母
親
中
心
の

家
庭
教
育
の
問
題
点
〈
映
画
お

父
さ
ん
あ
な
た
の
出
番
で
す
)

@
六
月
二
十
五
日
金
、
あ
い
さ
つ

の
し
つ
け
方
(
映
画
あ
り
が
と

う
が
言
え
な
い
)

@
七
月
二
日
金
、
子
供
を
伸
ば
す

ほ
め
方
し
か
り
方
(
映
画
子
供

を
伸
ば
す
し
か
り
方
)

①
七
月
九
日
金
、
親
子
関
係
と
家

庭
環
境
(
映
画
親
子
と
は
何
か
〉

①
七
月
十
六
日
金
、
家
庭
教
育
の

問
題
点
(
映
画
子
供
は
乙
乙
で

脊同

つ

)

午
後
七
時

I
九
時
、
五
因
。

定
員
三
十
人

受
講
料
無
料

講
師
元
長
崎
大
学
教
授

小
松
昌
幸
先
生

申
込
「
家
庭
教
育
学
習
グ
ル
!

プ
募
集
」
と
同
じ

申
込
先
中
央
公
民
館
「
お
父
さ

ん
の
勉
強
室
」
係

-
家
庭
教
育
学
習
ゲ
ル

ー
プ
の
会
員
を
募
集

家
庭
に
お
け
る
子
供
の
教
育
に

つ
い
て
テ
レ
ビ
や
映
画
を
利
用
し

た
り
、
話
を
聞
い
て
少
人
数
で
学

習
す
る
グ
ル
ー
プ
会
員
を
募
集
し

ま
す
。

学
習
日
月
二
回
程
度
で
日
時
は

話
合
っ
て
決
め
ま
す
。

場
所
中
央
公
民
館

対
象
小
学
一
・
二
年
の
子
供
の

お
母
さ
ん

定
員
一
グ
ル
ー
プ
十
人

内

容

子

供
の
教
育
に
関
す
る
こ

と
受
講
料
無
料

申
込
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上

は
が
き
か
電
話
で
申
込
む
こ
と

申
込
先
久
原
郷

一
の
一

中
央
公
民
館
「
家
庭
教
育
グ
ル

ー
プ
」
係
E
@
l
四
三
一
一
一

ス
ポ
ー
ツ

-
婦
人
体
力
つ
く
り

教

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
、
は
つ

ら
つ
と
し
た
心
身
を
保
持
す
る
た

め
に
教
室
を
開
設
し
ま
す
。

各
種
目
と
も
ベ
テ
ラ
ン
の
講
師

が
初
心
者
向
き
に
指
導
し
ま
す
の

で
ふ
る
っ
て
ど
参
加
下
さ
い
。

場
所
市
民
体
育
館
ほ
か

六
月
十
六
日

t
十
月
六
日

期
間毎

週
金
曜
日
午
前
十
時

t
正
午

参
加
料

無
料

人
員

一
十
人
(
申
込
者
が
多
い

場
合
は
抽
せ
ん
)

申
込

六
月
十
二
日
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢

電
話
番
号
を
市
体
育
課
へ

※
日
程
は
下
記
の
と
お
り
。

N 指 導 内 ~ゴ~・

前半 00:00-11: 00) 後半 (11:00-12:00)

11 6.16 1開講式、オリエンテーション | 体力測定

21 23 1リズム、民踊、フォークダンス| 体力測定

|バレーボ(ール日(1本0男:0子Nノ5:00)ボ30 予 定元 全 マv一 一Jレチームコーチ)池田尚弘

41 7. 7 1 トレーニング (器具使用) 1 左 に 同 じ

1 14 1 ノイドミント ン 左 に 同 じ

61 21 1 美容体操、 リズム | レクリエーション、ゲーム

71 28 1 水泳 (親子、市民プール)

81 8. 4 1 H // 

91 11 j H // 

101 25 1 美容体操、リズム トレニング(器具使用〉

111 9. 1 1 オリエンテーリング (大村公園一帯)

121 81 卓 球 左 lζ 同じ

131 22 1 ハイキング(場所未定)

141 29 1 美容体操、 リズム 体力 測定

15110.6 1 体力 測 定 |開講式、オリエンテーション

第 3回婦人体力っくり教室指導計画予定

~ 

皐

圃
軟
式
庭
球

ク
ラ
ブ
員
を
募
集

主
催

大
村
市
軟
式
庭
球
協
会

対

象

中

学
生

申
込

六
月
六
日

(
日
)
午
前
九

時
三
十
分

t
十
時

市
営
コ
l
ト
で
受
付
け
る
。

ク
ラ
ブ
開
設
期
間

加
入
の
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
。

※
貴
重
品
な
ど
は
携
行
し
な
い
乙

、と

コ
ー
ト
内
で
は
必
ず
テ
ニ
ス
シ

ュ
l
ズ
を
使
用
す
る
乙
と
。

そ

の

他

-
発
明
相
談
室

日

時

六

月
十
二
日
(
土
)

午
前
十
時

t
十
二
時

場
所

市
商
工
観
光
課

発
明
協
会
か
ら
担
当
者
が
出
向

い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

今
年
の
予
定
は
九
月
十
一
日
、

十
二
月
十
一
日
で
す
。
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